
船舶事故調査報告書 

令和８年７月１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（防波堤） 

発生日時 令和７年１２月３１日 １７時４０分頃 

発生場所 神奈川県横須賀市横須賀港追浜
おっぱま

地区東北防波堤 

横須賀港東北防波堤東灯台から真方位３２２°１００ｍ付近 

 （概位 北緯３５°１９.２′ 東経１３９°４０.５′） 

事故の概要  プレジャーボート博
はく

蓮
れん

は、航行中、防波堤に衝突した。 

事故調査の経過 令和８年１月１４日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 博蓮、３.２トン 

２８０－４０５８８埼玉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 軽傷 １人（船長） 

 損傷 船首部外板に亀裂、右舷外板等に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 

日没時刻：１６時３９分頃 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、横須賀市で開

催される花火大会を観覧する目的で、１３時～１４時頃横須賀市吾妻
あ づ ま

島沖に向けて埼玉県八潮市所在のマリーナを出発した。 

本船は、１６時頃京浜港横浜第３区の本牧ふ頭東方を南進中、法定

灯火を表示し、船長は、ＧＰＳプロッターを作動させ、立ちながら手

動操舵で操船した。 

海図Ｗ１０８３によれば、東北防波堤には一部が倒壊している箇所

があることが示されている。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

図１ 海図Ｗ１０８３部分 

 

船長は、本船を約５ノットの対地速力で南進させていた際、広範囲

の表示としたＧＰＳプロッターの画面に吾妻島が映ったので、同島に

向けて直進しようとして本船を南西進させた。 

船長は、吾妻島北東方沖に向かうのが初めてであり、出航前にス

横須賀港東北防波堤東灯台 

倒壊 



マートフォンの地図アプリで目的地周辺を確認した際、空中写真では

東北防波堤に切り通しがあるように見えたことを覚えていたので、同

切り通しを最短経路として通過しようと思っていた。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

Google Maps（地図アプリ）Web サイトの空中写真を加工して作成 

写真１ 東北防波堤 

 

船長は、左舷船首方の遠くに横須賀港東北防波堤東灯台の灯光を認

め、東北防波堤を目視で探しながら本船の針路を保持していた。 

本船は、南西進中、東北防波堤に衝突し、衝突の衝撃で主機が止

まった。船長は、衝突時、体が前方に移動して、顔面が操舵区画前面

の風除けに当たって負傷した。 

船長は、同乗者にけが
．．

がないこと及び船体の損傷状況を確認した。 

衝突後、船長は、ＧＰＳプロッターを詳細表示に切り換えると東北

防波堤が表示されることを初めて知った。 

同乗者は、海上保安庁に携帯電話で本事故の発生を通報した。 

本船は、自力で航行して横須賀港第１区の桟橋に着桟した。なお、

船長は、救急車で横須賀市内の病院に搬送され、歯の折損、上顎
あご

の骨

折及び上下口唇の切創と診断された。 

船長は、本船を南西進させる前、ＧＰＳプロッター画面を京浜港横

浜第５区辺りから吾妻島南部付近までが映る広範囲の設定にしてい

た。同画面には東北防波堤が一線に表示されていたが、等深線等と見

分けにくい表示であったので、防波堤であることに気付かなかった。

また、航行する海域の港湾施設等の状況を海図等で確認していなかっ

たので、切り通しのように見えたところが同防波堤の倒壊部分である

ことに気付かなかった。 

海上保安庁刊行（令和２年３月）の本州南・東岸水路誌には、東北

防波堤は、一部破損して、干出となる部分があるので注意を要するこ

とが記載されている。 

本船には、レーダーが装備されていなかった。 

本船の乗船者は、全員救命胴衣を着用していた。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

分析 (1) 船長は、出航前、地図アプリに表示された事故発生場所付近の

写真を見た際、東北防波堤に切り通しがあるように見えたことか

ら、海図等で正確な情報を改めて確認しないまま、安易に同切り

東北防波堤に切り 
通しがあるように 
見えた場所 



通しを通過しようとしたものと考えられる。 

(2) 船長は、夜間、ＧＰＳプロッターを適切なレンジで表示させて

いなかったことから、東防波堤に気付くのが遅れたものと考えら

れる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、航行中、東北防波堤に衝突したもの

と考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が航行中、船長が、目視に頼り、ＧＰＳプ

ロッターを活用して船位及び東北防波堤の位置を適切に確認していな

かったため、東北防波堤に気付かず、本船が東北防波堤に衝突したも

のと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、ＧＰＳプロッター等の航海計器を適切に使用

して、船位の確認を行うこと。 

・小型船舶の船長は、自身が初めて操船する予定の海域について、

障害物等の有無を海図等で事前に調べ、障害物等に近づかないこ

と。 

 

付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北防波堤 

本船 

事故発生場所 
（令和７年１２月３１日 
 １７時４０分頃発生） 

横須賀港東北防波堤東灯台 

吾妻島 

神奈川県 
横須賀市 

横須賀港 

京浜港 
横浜第５区 

× 


